
 

 

 ５月 22 日（金）ドラマ第７話放送直前に 

ドラマの内容と連動した 

 

 

× 

TOYOTA８６ 
スペシャルカウントダウン動画 

の放送決定!! 
 

ＴＢＳでは、４月１０日（金）よる 10 時から日本でも累計発行部数３３０万部を誇り、発表から半

世紀以上の歳月が流れても世界中に深い感動を与え続けるダニエル・キイス著作の永遠のベストセラー

の原作と同名の『アルジャーノンに花束を』を現在放送しております。主演はもちろん人気実力派俳優・

山下智久。数々のヒットドラマで主演を果たしてきた山下が、子どもの精神を持つ無垢な状態から超

知能を手に入れるという振り幅の大きい難役に挑んでいます。また、『未成年』『聖者の行進』など時代

の先端をいく挑戦的なテーマを扱いながらも数々のヒットドラマを生み出してきた野島伸司が脚本

監修として参加していることなど、数多くの注目を浴びています。 

そして、山下演じる咲人が超知能を手に入れ、ドラマの様相が激変する第２章ともいえる回に突入す

るや否や視聴率もドラマ途中ながら上昇をはじめたこのタイミングで、５月 22 日(金)第７話放送直前

にドラマの劇中でも使用されている車、TOYOTA86 が登場する『アルジャーノンに花束を×

TOYOTA８６』スペシャルカウントダウン動画が放送されることが決定しました！ 

主人公の咲人は、ドラマの中で「頭が良くなったら車に乗りたい。世界で一番好きな女の子とドライ

ブに行きたい」という夢を持っています。『アルジャーノンに花束を×TOYOTA８６』スペシャルカ

ウントダウン動画で、その夢を叶えた物語になっています。出演はもちろん山下智久、そして、山下演

じる咲人が世界で一番好きな女の子・遥香演じる栗山千明。ふたりが、このスペシャルムービーのため

にドラマとは別に撮影を行いました！その全貌は、５月 22 日(金)第７話放送直前に放送されますので

お楽しみください！また、待ちきれないファンの方たちのためＴＢＳのドラマ公式サイトにて 30 秒

バージョンを５月１８日（月）より先行ＵＰします。 

 



 

 

【『アルジャーノンに花束を×TOYOTA８６』スペシャルカウントダウン動画情報】 

① ５/16（土）から1週間、15秒ver.放送（関東ローカルエリアでの地上波のみで放映） 

② ５/18（月）からTBSドラマ公式サイトに３０秒ver. UP  

 http://www.tbs.co.jp/algernon2015/ 

③ ５/22（金）ドラマ放送直前、60秒ver.放送(関東ローカルエリアでの地上波のみで放映) 

 

【ドラマDATA】  

○放送枠         2015年４月 10日金曜よる１０時スタート  

○原作          ダニエル・キイス/小尾芙佐訳 

「アルジャーノンに花束を」（ハヤカワ文庫） 

○脚本監修        野島伸司 

○脚本          池田奈津子 

○編成・プロデュース   韓  哲（ＴＢＳテレビ） 

○プロデュース      佐藤敦司（ドリマックス・テレビジョン） 

○演出           吉田 健（ＴＢＳテレビ） ほか 

○製作           ドリマックス・テレビジョン 

ＴＢＳテレビ 

 

【原作概要】 

32 歳になっても幼児の知能しかないパン屋の店員チャーリイ・ゴードン。そんなカレに、夢

のような話が舞いこんだ。大学の偉い先生が頭をよくしてくれるというのだ。この申し出にとび

ついた彼は、白ネズミのアルジャーノンを競争相手に、連日検査を受けることに。やがて手術に

より、チャーリイは賢くなる。日々学ぶことに喜びを覚える一方で、今までの自分がいかに周囲

の人間に馬鹿にされていたかに気づき、憤り悲しむ。それでも彼の知能は成長を続け、知ること

の喜びと苦しみを同時に体験していく。そしてとうとう天才的な知能を手に入れたとき、彼は絶

対的だと思っていた周りの人々が自分よりもずっと劣っていることに失望し、周囲から孤立して

いくが、同様の手術を受けて“天才ねずみ”となっていたアルジャーノンが急に狂暴となり、つ

いには死んでしまうのを見たチャーリィは自分の行く末を知り、さらなる悩みをかかえる――。 

 

【韓哲プロデューサーコメント】 

第 5 話の劇中では、世界一大好きな遥香とのドライブは叶わなかったのですが、この映像はその夢が叶ったなら

というプチ・アナザーストーリーでして、劇中では見られなかった咲人の表情が見られるスペシャルムービーです。

手術をする前の咲人の大きな夢の一つだった車の運転、それが叶ったときの物語です。車を運転することが、こん

なに幸せなことなんだと、咲人を通して感じていただける映像になっていると思いますのでお楽しみください。 

 

   担当: TBS テレビ宣伝部  眞鍋武  03-5571-2861(直通) 


